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中越復興市民会議の支援活動  
「ひとりひとりの小さな声を復興の大きな流れへ」 

◆おこす事業 
  市民自らが主体的に地域のことを考え、行動する意識の醸成とそこから 
  生まれてきた活動の支援を行います。 

◆よりそう事業 
  地域に住むひとりひとりが安心で安全に暮らせる地域づくりの支援 
  （助け合い、支えあいのコミュニティーづくりの支援）を行います。 

◆つたえる事業 
  中越の経験の記録と発信を行います。 
  「つたえる」をかんがえます。 

◆つなげる事業 
  人、もの、金、情報、活動、被災地をつなげ、大きな流れにしていきます。 
  行政と市民とのパートナーシップを支援します。 

◆かんがえる事業 
  「復興とは何か」を中越の復興プロセスよりかんがえます。 
   
 



◆種まき部門：１件の上限額 ５万円（４件程度） 
◆発芽 部門：１件の上限額 １０万円（４件程度） 
◆開花 部門：１件の上限額 ２０万円（２件程度） 
 

2005年度・元気づくり活動助成事業 

おこす事業 法末集落移動井戸端会議 
2005.6.10（9カ月目） 

民宿施設やまびこ再開 
2005.11（1年1カ月目） 

台湾・復興調査 
2005.12.26（1年2カ月目） 



つなげる事業 

震災復興支援意見交換会 
2006.5.22（1年8カ月目） 

塩谷集落懇談会 
2006.6.6（1年9カ月目） 

第一回地域復興交流会議 
2007.2.17（2年5カ月目） 

えちご川口交流ネットＲＥＮ結成 
2007.9.18（2年11カ月目） 



よりそう事業 

仮設での足湯 

足湯から手仕事へ 

生活支援相談員・神戸研修 

生活支援相談員と 
県震災復興支援課との意見交換 



東北へのメッセージ 

１．支援の両輪・・・直接支援 

   ①セーフティーネット 

   ②エンパワーメント（支援の隙間になりやすい） 

     ※どちらが欠けてもダメ・・・役割分担 

 

２．対話の三極構造（県域・市域・地区域）・・・中間支援 

    住民 

行政 
地元 

支援者 
外部 

支援者 
側面支援 









NPO法人多世代交流館にな・ニーナ 



 

農家レストラン「山古志ごっつぉ多菜田」 






	�２００４年新潟県中越地震における�中越復興市民会議の活動�
	スライド番号 2
	中越復興市民会議の支援活動　�「ひとりひとりの小さな声を復興の大きな流れへ」
	スライド番号 4
	スライド番号 5
	スライド番号 6
	東北へのメッセージ
	スライド番号 8
	スライド番号 9
	スライド番号 10
	スライド番号 11
	スライド番号 12
	スライド番号 13
	スライド番号 14

